
4. ;日本海底棲生物調査
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I 調査目的

本県日本海櫨作崎沖合唱こおける，主要底棲魚族の時期別，深度別漁獲組成田操生態等を把握し，

底ぴき網漁業の発展に資する。

E 諮 査内容

(1)調査期間 昭和 43年 12月7日~昭和 44年 5尽 29日

(2ト調査場所 青森県白本海沖合海域

(3) 調査項目

(ィ) 魚種別，月別漁獲高

{吋操業海区別漁獲高

かす月別漁獲推移

(4) 調査方法 試験船瑞鴎丸(40.81トYデーやレ160PS)1綾ぴき底びき縦撫法により調査

賀 誠 査 結 果

操業日数は 31日，曳網回数 116 田(中，曳網不能回数?回)で，総漁獲量出広699~で
あった。漁獲物相成及び襟謹高は第 1-6毒第1.2図のとおりである。

第 1表 調査期限枠における漁獲物の主な漁種組成祐に漁警高

魚種別 1 2月 1 月 2 月 5 月 計 % 

ア y ヲ ウ 1 35ιF 1 8均 203K9 121~ 477~ 8.36% 

カ レ イ 類 1 50 44 166 36 396 6.94 

カナガ tノラ 1 56 64 1 1 6 40 376 6.59 

アプフツノダメ 5日 470 1白 530 9.29 

ヒ フ メ 35 163 261 295 754 13.23 

タ ラ 45 45 0.89 

ノ、夕 J、 タ 31 0 17 327 5.73 

赤ガレ イ 1 8 30 48 0.842 

スケトウダラ 40 305 16 361 6.33 

タ ヨ 1 1 0 99 1 1 1 35 355 6.22 

キ ス 57 32 25 228 342 6.00 

ホジヂメ 5 20 25 0.38 

フ グ 1 5 1 4 39 68 1. 1 9 

タ ラ 50 675 1 5 740 12.98 1 

タ イ 40 22 62 0.188J 

ナメタガレイ も ι 0.01 

ム V ガレイ 4 93 24 1 .2 1 2.1 2-I 

コニ ピ 18 1 8 0.315 

パパガレイ 80 25 105 1.84 

マガ ν ，f ι 43 49 0.859 

そ の {也 204 1 05 1 00 85 494 も.も ιも
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魚種別漁獲高累計

魚 穫 数 量 d

ア y ヨ ウ 1 35~; 

カ ν イ 類

カ ナ ガ νラ 1 56 

アプラツノダメ 50 

ヒ フ メ 35 

タ ラ 45 
ノ、タ ハタ 310 

赤 ガ ν ィ 1 8 I 
タ ヨ 110 

ス ケ ソ 40 

キ ス 57 

ホ ν ずメ 5 

プ グ 15 

タ ラ 50 

タ イ 40 

そ の f也 204 

計 1.420~ 
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瑞鴎丸魚撞別換護高(1 2月分}
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魚種別漁獲高累計

魚 種 数 自ま
ヒ フ メ 1 63~ 
カナガ志/ラ 64 

ブ グ 1 4 

キ ス 32 

タ イ 22 

カ V イ 類 44 

タ コ 99 

アシ コ ク 18 

タ ラ 675 

ナ メ タ ガ Vイ ι 

スケトワダフ 305 

赤ガ iノイ 30 

ムジガ V イ 4 

アプラツノザメ 470_J 

そ の 他 105 

計 之0~5~1~J

第 5表/瑞鴎丸魚種別漁獲高(1月分)
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第 4表 瑞鴎丸魚理別漁獲高(2耳分)
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第 5表 瑞鴎丸魚種別漁獲高 (3尽分〉
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魚種別漁獲局索計

魚 種 数 量

ヒ フ メ 261 K9 

カナガジフ 1 1 6 

フ グ 39 

カ Lノイ 類 1 66 

ア y ゴ ウ 203 

キ ス 25 

タ ラ 1 5 

ノ、タ ノ、 タ 1 7 

スケソウタラ 1 6 

ニE ピ 1 8 

タ コ 1 1 1 

ハ パ カ νイ 80 

ム νガ レ イ 93 

アカガ νィ
そ の 他 10記

三~ 1.26 

一一

魚種別漁獲品累計

魚 種 数 量

ヒ フ メ 295K@ 
占ュ ス 2.28 

カ レイ 類 36 

カナガジラ 40 

タ コ 35 

ムジガ νイ 24 

マ ガ V イ 43 

アプラツノヂメ 1 0 

ア y ゴ

パパガレイ 25 
トー一

ホ ν ヂメ

そ の {也 Z3 言十



E屯

CJ1 

。
指 叫

第 6表 魚区汚山水深見11. 漁獲高並に操誕百数(操業海区図別紙第 7表)

操業期間 操業位置 漁場水深 操業回数 漁獲高 % 操業期間

S 43 年 12 月月
S 44年 5

この 24 85内'"105m 1回 3 2Kg 0.6 S 43 各年三1五2月月
S 44 

H きの 25 240 4 22 0.4 M 

" なの 14 260 4 294 5.2 " 
一 M ねの 13 150--170 5 36 1 6.3 " 

" < 0) 24 180 5 1 56 2.7 " 
fI えの 2日 140 35 0.6 M 

、

f/ う(J)20 1'40向、-17口 55 0.9 f/ 

トーー
f/ う(J)21 220 ，._ 250 75 1.3 " 

ト一一一一一一一一一戸

f/ lナσ、25 90内・-110 2 1 1 7 2.0 f/ 

f/ こσ)25 95角'"170 ι 220 3.8 " 
ト一一

f/ ふの 25 120 1 1 ι9ι 12.2 f/ 

M る(J)25 95 -110 73 1.3 1/ 

一一
f/ まの 23 90内'" 120 1 2 4 1 8 7.3 1/ 

1/ をの 23 -170 4 48 0.8 11 

11 な の? -215向..255 50 0.9 11 

f/ まσ)22 守口角""11 0 2 50 0.9 11 

" rt o 23 ?口 --120 5 145 2.5 

" けの 24 90角'"150 4 95 1.6 計

マ F

操業位置 漁場水深

この 26 95 -120 m 

その 14 240内 "'290

れの 12 250角￥300

ねめ 10 230内 "'270

やの 21 95内 "'100

れの 10 245 --290 

れの 11 250 - 300 

くの 22 120角"'140

まLσ) 14 300 

.いの 3 140 

いの 4 180 

れの 13 280 

やの 23 95角'"120 

なの 10 230内'"270 

やの 22 90 -120 

やの 24 10日高'"120 

34海区

<" ， 

操業回数

2回

2 

5 

2 

1 1 

2 

5 

5 

8 

2 

1 1 6回

漁獲高 % 

22K: 0.4 

200 3.5 

1 64 之?

。 。
106 1.9 

600 10.5 

1 00 1.8 

339 6.0 

92 1.6 

544 9.5 

76 1.3 

1 9 0.3 

1 2 6 2.2 

1 5 3 2.7 

170 2.9 

46 0.8 

5.699 100 '括
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図 1 操業海区および曳網回数ー
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町考察

これ迄の調査で深浦港を根拠地とした底曳漁業における資源状替の究明及び未利用漁場の開発

は殆んど終了したといってもよい。た Y調査目的にある底緩魚族の回埠生態調査については，技

術的困難もあって余り多〈寄宿されておらず，今後の調査において比特にこの点に重点を置い

て底楼魚族の空:宥と環境との関連について究明してゆ〈必要がある。
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